
京都府スポーツ＆ウェルネス新産業創出交流会
（第3回スポエル交流会）

24.12.12 京都府地域政策室
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次第

１ 開会

２ 内容

（１）京都府からの情報共有
・南丹地域広域連携プロジェクトの実施状況
・来年度の取組予定（スポーツ庁「運動・スポーツ習慣化推進事業」等）

（２）各企業様より、お取り組み内容等のご紹介（9社）

（３）意見交換

３ 閉会

※終了後、交流のためのブレイクアウトルームを設けさせていただきます。
（入退室自由。30分程度） 2



（１）京都府からの情報共有

• 「南丹地域スポーツ＆ウェルネス＆ニューラ
イフ広域連携プロジェクト」の実施状況

• 来年度の取組予定
（スポーツ庁「運動・スポーツ習慣化推進事業」等）
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京都府総合計画（R5年度～）
南丹地域スポーツ＆ウェルネス＆ニューライフ広域連携プロジェクト

・ハイパフォーマンスス
ポーツセンター連携機関指
定（全国17大学・機関）

・日本パラリンピック委員
会フィジカルチェック機関
認定（全国12大学・機関）

・アーバンスポーツ、保育園、木育
施設、eスポーツ施設等複合施設 4



産業創造リーディングゾーンの形成

地域が持つ資源など、そこにしかない強みを生かしながら、
国内外から注目されるテーマを掲げ、
イノベーションに取り組む企業の集積を図り、
次代の産業を創出する拠点づくりを目指す

コンセプト

そして、リーディングゾーンの効果を京都府全域に波及し、
均衡ある発展へ!

京都府域に世界をリードする産業創造拠点を整備し、オープン
イノベーションの拠点づくり

5



世界に挑戦する京都の
オープンイノベーション

先端技術を取り入れた物流の実
証と研究により、京都の産業や地
域を支える強靭かつ持続可能な物
流システムを形成

映画・ゲーム・アニメ・マンガ関連企業が
集積するという世界でも珍しい京都の強み
を生かしたコンテンツ産業の育成

電池・バイオ等のテクノロジーの集積を生かした
脱炭素関連企業の共創の場を創設

世界最高レベルのシルクと染めと織りの技術を
活用したテキスタイル産地を形成

新名神周辺エリアで、関西文化学
術研究都市等の研究機関と連携し、
先端技術を盛り込んだ近未来都市
を形成

シルクテキスタイル産業

クロスメディア産業

アート＆テクノロジー

脱炭素産業

フードテック産業
新名神・近未来都市形成

環日本海物流促進

ヘルス・スポーツ産業

京都の文化・芸術の力を生かし、アートと
テクノロジーを融合させた新たな産業を創造し、次世
代を担う起業家や企業の中核を担う人材を育成

スポーツ＆ウェルネス（心と体の健康）、フードテック産業
等をテーマに新産業創造に向け、産学公連携による多様な
産業の集積を推進

京都市

福知山市

舞鶴市

綾部市

宇治市

宮津市

城陽市

向日市
⾧岡京市

八幡市

京田辺市

京丹後市

南丹市

木津川市

大山崎町久御山町

井手町
宇治田原町

笠置町

和束町

精華町 南山城村

京丹波町

伊根町

与謝野町

亀岡市

世界的な課題である人口増加に伴う「食」の量と質の
確保などの解決に取り組む国内外の研究機関やスター
トアップ企業等の集積を促進

宮津市

京都舞鶴港［舞鶴市］
工業団地［綾部市］

拠点:北部物流関連施設

拠点:府立京都スタジアム [亀岡市]、
京都トレーニングセンター［京丹波町］

拠点:アート&テクノロジーヴィレッジ［大山崎町］

拠点:丹後テキスタイルパーク［京丹後市］

拠点:西陣・堀川地区［京都市］

拠点:ZET-valley [京都市・向日市]

拠点:サステナブルパーク [宮津市]

拠点 太秦メディアパーク [京都市]

拠点 城陽市東部丘陵地 [城陽市]拠点 けいはんなフードテックヒル [京田辺市・精華町]

産業創造リーディングゾーン
～未来を拓く京都産業の実現～
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令和６年３月１日（金）
サンガスタジアム by KYOCERA 

VIP会議室

名刺交換・情報交換会交流会の様子

大企業 :アシックス、セントラルスポーツ、電通
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ等:Ghoonuts、 グレースイメージング、（一社）チームキノウ、プロキダイ、ヨクト
京都企業 :鼓月、ジーク
金融機関 :京都銀行、三菱UFJ銀行
スポーツ拠点:京都ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、ビバ＆サンガ
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ:（公社）関西経済連合会

第１回スポエル交流会（参加団体 15企業等）

【意見抜粋】

7



令和６年６月６日（木）
京都トレーニングセンター

大企業 :アシックス、大塚製薬、キッセイコムテック、タイムズモビリティ、電通、ワコール
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ等:グレースイメージング、三調、スギノエイチ、スポーツイノベーション、スポーツX、ダートフィッシュジャパン、

（一社）チームキノウ、BHQ、プレシャスケア、プロキダイ、リカバリー、リモハブ
京都企業 :エムケイ
金融機関 :京都銀行、京都北都信用金庫、三菱UFJ銀行
大学 :京都先端科学大学
スポーツ拠点:京都ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ、ビバ＆サンガ
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ :（公社）関西経済連合会

第２回スポエル交流会（参加団体 24企業等）

京都トレセン視察・交流会の様子

【意見抜粋】
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既存の技術・
リソース

新しい技術や
ビジネスモデル

（例）

【テーマ例】

スポーツイベントの
付加価値向上

企業
連携

最終的に目指すもの（オープンイノベーション拠点づくりに向けて）
交流会を通じた実証事業や新たなプロジェクトの展開

既存の技術・
リソース

新しい技術や
ビジネスモデル

【テーマ例】

運動機会を増やす
運動の習慣化

企業
連携

既存の技術・
リソース

新しい技術や
ビジネスモデル

その他ウェルネスや
ニューライフに係るテーマ

企業
連携

テーマに関心のある異業
種・異分野の企業や大学

の参画

いわば、巨大な“フィールドラボ（野外実験室）”を目指す

実証事業や
新たなプロジェクト

交流会から生まれた課題解決のアイデアやビジネスチャンスを、南丹地域をフィールドに、企業・産学連携の
新たなプロジェクトやスタートアップ支援実証実験等へつなげていく

実証事業や
新たなプロジェクト

実証事業や
新たなプロジェクト

国補助金等を
活用した案件組成

（自走化を視野に）
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交流会・PF会議等で顕在
化される地域・社会課題
（ex:マラソンイベントの参加者増等）

蓄積された結果（ex:住民の運

動・健康データ等）をオープンイノ
ベーションに活用
＝データベースの構築



①【汗乳酸測定モニター試験】

②【新種目向けの測定プロトコルの開発】
→南丹地域で新サービス・商品の開発→実装

（イメージ図）

【地域課題】京都丹波ロードレース大会の付加価値向上

京都トレーニングセンター
×

（株）グレースイメージング
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汗乳酸測定モニター（10/6～11/16）
参加者数： 12名 （うち1名は辞退）

評価：

非常に満足
34%

満足
50%

非常に不満
16%

非常に満足 満足 普通 不満 非常に不満

＜高評価のコメント抜粋＞
• 乳酸値が上昇し始める心拍数とトレーニング強度が明

確になり、今後のトレーニングプランを計画する上で
非常に参考になりました。

• ⾧距離を走り切るための自分の体力の現在地を科学的
に知ることが出来たため。

• 現状を把握でき予想外の結果だった。
• 経過値も知りたいから、第二回も案内がほしい。

＜「非常に不満」回答の原因について＞
• 結果がどう考えても、自身の能力以下であった模様。
→結果の正確性や信頼性について、今後も検証していく
必要性がある。

＜測定プロトコルの開発について＞
• 希望する方の競技／種目、競技レベルに応じて、「汗

乳酸測定」を用いたご提案が可能に。 12



①ユニバーサルスポーツ体験コーナーの設置
→親子世代の運動実施のきっかけづくり

【地域課題】京都丹波ロードレース大会の付加価値向上

京都トレーニングセンター
×

一般社団法人チームキノウ
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【親御さんへのアンケート結果】【参加人数】
・合計約1,450名
（体験した方、付き添い含む）

モルック約300名
アメフト約300名
ボッチャ、コーンホール約200名
アーチェリー約650名

【子どもたちへのシールアンケート結果】
楽しい。
また参加したい。
→ほぼ100％の回答

→同様の取組を南丹地域内のイベントへ横展開できる可能性
15



【2024結果概要】
・参加申込者：12,000人以上
・セッション数：198 ・スピーカー：760名
・スポンサー：170社以上
・VCパートナー：120以上
・サイドイベント：300以上
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→IVS2025も京都開催。連携した取組を加速させるため検討中。
（スポーツ・ウェルネスのテーマに特化したピッチイベント開催等）

【スポーツ＆ウェルネスの取組】
①トークセッションの開催
②ブース出展
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【スポーツ＆ウェルネスの取組】
①企業ブースの出展
②コーンホール体験会の実施

→引き続き、企業連携や実証事業の場として連携を検討。

【スポーツ＆ウェルネスの取組】
①企業ブースの出展
②関連企業とのネットワーキング

開催日時：2024年11月21日 10:00～17:00
開催場所：京都経済センター２F
出展企業・団体：35企業・団体
入場者：企業、自治体関係者等 計632名
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（１）京都府からの情報共有

• 「南丹地域スポーツ＆ウェルネス＆ニューラ
イフ広域連携プロジェクト」の実施状況

• 来年度の取組予定
（スポーツ庁「運動・スポーツ習慣化推進事業」等）
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【令和７年度取組案】

・企業交流会（スポエル交流会）の継続開催

・地域課題解決に向けた実証事業の継続的な実施

・スポーツ庁「運動・スポーツ習慣化促進事業」の申請
（「体力運動手帳」等による運動習慣化の取組実証）
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【本取組の狙い】
• テーマは運動習慣化

（キーワード：ライフパフォーマンス向上、運動無関心層 等）
• 「体力運動手帳（次スライド参照）」とその蓄積データを企業の新サービ

ス・商品開発に活用し、住民福祉の向上を目指すモデルを構築したい。

【本取組の方針】
体力運動手帳の取組を軸に、
・企業の持つ技術やプロダクトを組み合わせることにより、
・本コンテンツの充実や使いやすさの向上を図り、
・ユーザーにとって、運動が身近で、継続しやすいものとなり、ひいて
は京都府民の運動実施率の向上に繋がる仕組みを構築したい。

【経過】
• これまでに、スポエル交流会を２回実施
• その中で、生活、運動、健康等に関するデータを蓄積し、各企業の事業開発や

サービス商品開発にいかせる仕組みづくりの御提案をいただいた。

事業の実施に向けて本テーマに関心のある企業に参画をいただきたい。21



・体力・運動手帳の試験運用
 ＝「運動実施率UP」と「運動・体力データベースの構築」
  （将来的には）データベースを活用した住民サービスの開発

【地域課題】運動習慣化推進と運動・体力データの蓄積

【数カ月に一回】
新体力テスト（身体測定）の結果＋

体組成等の測定
＋フィードバック

【毎日】
日々の体調・生活習慣・
運動・歩数等の記録

時間軸

【体力運動手帳のイメージ】
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目指したい姿（理想像）

サー
ビス
商品大学

検討中の案であることをご承知おきください。
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補助内容：定額（事業費200万円～1,000万円）

参考：スポーツ庁HP
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop05/list/detail/1399182.htm

24



（参考）運動の習慣化について

オムロンヘルスケア株式会社HPより
https://www.healthcare.omron.co.jp/resource/column/life/199.html25



【③評価・相談・共有】

【①運動】【②測定】

運動の習慣化
サイクル

・身⾧、体重、体組成等身体の健康
状態に関わる事項

・各種運動機能に関わる事項

・その他、健康にかかわる事項

・評価：測定結果に基づく、
運動効果の評価

・相談：評価を踏まえた目標設定

・共有：被験者間での目標の宣言や
共有

運動習慣化と体力運動手帳の取組について

・参加者に合わせた、目的に合わせ
た運動プログラムや機器の提供

（例：筋骨格系、神経系、呼吸循環
内分泌代謝系、メンタル系）

体力運動手帳のデータ蓄積

検討中の案であることをご承知おきください。

①～③のそれぞれの段階で、
内容の充実に加え、参加しや
すさ・使いやすさの向上を図
ることができるサービスや製
品に関しての御参画を期待
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※下記はあくまで１アイデアであり、予算等諸条件を踏まえ大幅に変更となる可能性があります。

〇対象者案
京都府内在住・在勤の30代～50代の男女（現役子育て世代）
特に、運動実施率が低いとされる女性

〇取組案
（１）キックオフイベントの開催と既存イベントとの連携

・京都府内にある複数の商業施設において、取組周知のためのイベントを開催
（「親子の体力測定会＆ユニバーサルスポーツ体験会（仮称）」）

・その他、既存イベントとの連携
（DREAM FESTA、キッズスポーツフェスタ、障がい者スポーツのつどい、京都丹波ロードレース大会等）

・イベント集客目標：2,500名

（２）体力運動手帳の運用
・アプリダウンロードしていただく目標参加者：イベント呼びかけ人数のうち500名
・継続的にアプリ使用していただく目標参加者：うち20％（今年度参考）＝100名

・【運動】→【測定】→【評価・相談・共有】を1サイクルとして3サイクル
・本府の地理的特性を踏まえ、エリアごとに【運動】会場を設置
・参加者のニーズに応じた、多様な【運動】【測定】メニューを提供

（３）健康経営に関心のある企業に対し、福利厚生の一環としての実証を提案
例えば「きょうと健康づくり実践企業」認証企業 等

検討中の案であることをご承知おきください。
ターゲット設定と取組のアイデア
（たたき台）
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府（申請事業者） スポーツ庁

12月 第3回スポエル交流会(12/12)

25年1月

2月 公募説明会・公募開始
（※例年同様の場合）

3月

4月 中旬：事業計画書の提出

5月 下旬：内定

6月 上旬：交付申請書の提出

7月 上旬：交付決定

調
整
・
申
請
準
備

事業申請までのスケジュール（見込み）
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体力運動手帳サイクル 関連イベント一例
25年4月

5月

6月

7月 【交付決定】
実行委員会

IVS
DREAM FESTA

8月 運動① キックオフイベント

9月 測定①＋評価・相談・共有① キッズスポーツフェスタ

10月 運動②

11月 測定②＋評価・相談・共有② 京都丹波ロードレース大会
ヘルス博

12月 運動③ 亀岡ハーフマラソン

25年1月 測定③＋評価・相談・共有③

2月 分析・評価 実績報告書作成

来年度事業実施 素案 検討中の案であることをご承知おきください。
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（２）各企業様より、取組内容等のご紹介

①関西スポーツ医・科学サポートコンソーシアム/
京都トレーニングセンター/
京都府立丹波自然運動公園 様

②合同会社ビバ＆サンガ 様
③クライムファクトリー株式会社 様
④KDDI株式会社 様
⑤株式会社二加屋 様
⑥株式会社PITTAN 様
⑦株式会社SPLYZA 様
⑧日本システム技術株式会社 様
⑨株式会社RASCAL‘s 様
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（３）意見交換
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16:00～16:30 ブレイクアウトルーム開放

・希望者のみご参加ください。（オブザーバ参加含む）
・入退出は自由です。

・ルーム1，2は京都府職員が在室します。
・区別はございませんので、空いている方でご質問等

お願いします。

・ルーム3～は交流のため自由にお使いください。
・個別でチャット等していただき、申合せの上、ご入室

ください。
・ルーム間の移動は自由です。


